エアロゾルの地球温暖化への影響の研究 ―残された課題への取り組み― by 根本 正博 et al.


























































































































































































































































































































































































































観測機器の種類 観測手法 評価・推定できる物理量 観測機器の据付（衛星名）
放射計 ①雲・地表面・水面からの ①粒子径と種類 ①衛星
（イメージャー、 放射を分析 ②粒子密度の平面分布 蘆改良型高性能マイクロ波放射計AMSR‐E（Aqua）
分光計も含む） ②太陽光の地表や雲などか ③物性値 蘆改良型高分解能放射計AVHRR放射計
らの反射光を分析 ④雲の特性・分布 （NOAAシリーズ）
など




雲レーダ 発射させたマイクロ波の反 ①雲の粒子状態（対流圏） ①地上
射を分析 ②航空機
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